
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 34 回 神戸地本委員会を開催！  
Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
本
は
、
３
月
９
日
（
月
）
、
元
町

学
校
厚
生
会
館
に
お
い
て
、「
第
３４

回
神
戸
地
本
委
員

会
」
を
開
催
し
、委
員
、
執
行
部
、
来
賓
、傍
聴
者
含
め
約

９０

名
が
出
席
し
た
。 

委
員
会
は
、出
席
者
全
員
で
黙
禱
を
行
い
、
議
長
に

福
本
委
員
（
姫
路
支
部
）
を
選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。 

冒
頭
、執
行
部
を
代
表
し
て
須
原
委
員
長
よ
り
、自
然

災
害
が
多
様
化
・複
合
化
す
る
中
、「
備
え
と
仲
間
ど
う

し
の
支
え
あ
い
」
の
重
要
性
と
、万
が
一
に
備
え
る
組
合

の
仕
組
み
と
し
て
セ
ッ
ト
共
済
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
た
。

あ
わ
せ
て
、安
全
、２
０
２
６
春
闘
、組
織
、業
務
課
題
、政

治
の
主
要
課
題
５
点
に
つ
い
て
挨
拶
し
、神
戸
地
本
総
団

結
で
春
闘
を
盛
り
上
げ
て
い
く
決
意
が
示
さ
れ
た
。 

来
賓
に
は
、中
央
本
部
か
ら
神
戸
地
本
出
身
の
川
原
副

委
員
長
、白
井
情
宣
・文
レ
ク
・政
治
部
長
を
迎
え
、代
表

し
て
川
原
副
委
員
長
よ
り
、会
社
の
情
勢
・２
０
２
６
春
闘

の
現
状
な
ど
を
中
心
に
５
点
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。 

議
事
で
は
、昨
年
の
地
本
大
会
以
降
の
運
動
総
括
と

当
面
す
る
活
動
方
針
（
案
）
が
提
起
さ
れ
、８
名
の
委
員

か
ら
19

項
目
に
つ
い
て
発
言
が
行
わ
れ
た
。
石
原
書
記

長
の
総
括
答
弁
の
後
、
委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
全

て
の
議
事
が
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
た
。 

後
藤
青
年
女
性
委
員
長
が
委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
起

し
、
最
後
は
須
原
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し

た
。
本
委
員
会
を
も
っ
て
12

地
本
・
総
支
部
す
べ
て
の
委

員
会
が
終
了
し
、
春
闘
へ
の
機
運
は
最
高
潮
に
達
し
て
い

る
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、最
後
ま
で
春
闘
完
全
勝
利
に

向
け
た
行
動
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
。 

倉
田
委
員
（
網
干
総
合
車
両
所
分
会
） 

・職
場
単
位
で
の
育
児
休
職
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
。手
当

の
新
設
に
つ
い
て 

・当
直
業
務
へ
の
手
当
額
の
増
大
に
つ
い
て 

・間
接
部
門
（
検
査
班
・
契
約
社
員
）
へ
の
フ
レ
ッ
ク
ス

の
拡
大
に
つ
い
て 

・共
済
配
布
物
の
時
期
を
統
一
す
る
な
ど
、効
率
性

を
考
え
て
ほ
し
い 

伊
庭
委
員
（
明
石
電
車
区
分
会
） 

・オ
フ
ィ
ス

365

に
つ
い
て
自
主
的
閲
覧
等
の
ル
ー
ル
の

見
直
し 

・要
員
受
給
に
つ
い
て
会
社
と
現
場
の
認
識
に
差
が
あ

る
。 

・夫
婦
間
の
勤
務
調
整
に
つ
い
て
高
校
生
ま
で
へ
の
拡

大
に
つ
い
て
。 

松
井
委
員
（
姫
路
運
輸
分
会
） 

・カ
ス
ハ
ラ
対
策
と
し
て
の
氏
名
札
の
廃
止
に
つ
い
て 

・
住
宅
補
給
金
の
増
額
に
つ
い
て 

林
委
員
（
姫
路
列
車
区
分
会
） 

・
１０３

系
の
方
向
幕
な
ど
の
修
繕
時
の
対
応
に
つ
い
て 

 
 

・
短
日
数
勤
務
制
度
つ
い
て
対
象
年
齢
の
今
後
の
考

え
方
に
つ
い
て 

山
家
委
員
（
ひ
め
じ
運
転
区
分
会
） 

・イ
コ
カ
に
つ
い
て
智
頭
急
行
も
導
入
さ
れ
る
が
、姫

新
線
へ
の
導
入
の
計
画
は 

・事
務
連
絡
に
つ
い
て
実
態
に
あ
っ
て
い
な
い
ル
ー
ル
の

修
正
に
時
間
が
か
か
る
。 

惣
田
委
員
（
相
生
運
輸
分
会
） 

・ダ
イ
ヤ
乱
れ
で
出
勤
が
遅
れ
た
時
に
休
暇
等
願
い

を
提
出
す
る
が
、そ
の
時
間
分
の
超
勤
も

130

｜
１００

分
の
超
勤
に
し
て
ほ
し
い
。 

・巡
回
手
当
の
付
与
要
件
の
見
直
し
に
つ
い
て 

道
上
委
員
（
神
戸
支
部
） 

・
２６

春
闘
完
全
勝
利
を 

・新
し
い
制
服
の
交
換
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。情

報
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い 

・
レ
ク
に
つ
い
て
、年
齢
制
限
な
ど
が
あ
り
、本
部
へ
の

参
加
が
難
し
い
と
感
じ
る
。 

高
原
委
員
（
西
明
石
運
輸
分
会
） 

・
巡
回
対
応
駅
で
の
切
符
つ
ま
り
の
時
の
業
務
連
絡

書
に
券
番
の
記
載
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。 

 

２
０
２
６
春
闘
勝
利
へ
総
団
結 

団
結 

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
う 

須
原
委
員
長 
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職 場 を 代 表 し て の 各 委 員 の 質 疑 内 容 ！  

総括答弁を行う石原書記長 議長を務めた福本委員 網干総合車両所分会 倉田委員 明石電車区分会 伊庭委員 

開会挨拶を行う 
友田副委員長 

閉会挨拶を行う 
橋本副委員長 

本部を代表して挨拶を行う 
川原委員長 

運動の総括を行う 
鳥住副委員長 

委員会宣言を読み上げる 
後藤青年女性委員長 

挨拶を行う 須原委員長 

倉
田
委
員
（
網
干
総
合
車
両
所
分
会
） 

・
短
期
育
休
で
あ
っ
て
も
要
員
配
置
が
必
要
で
あ
る
。対
応
が
困
難
な
場
合
は
、短

期
育
休
フ
ォ
ロ
ー
手
当
の
新
設
を
求
め
た
い
。 

・当
直
業
務
で
は
、仕
業
リ
ミ
ッ
ト
管
理
や
乗
務
員
運
用
管
理
な
ど
、実
態
と
し
て
指

令
と
同
等
の
業
務
を
担
っ
て
い
る
。職
務
に
見
合
っ
た
当
直
手
当
を
新
設
す
べ
き
。 

・
間
接
部
門
は
原
則
フ
レ
ッ
ク
ス
と
し
、出
場
検
査
班
や
契
約
社
員
に
も
フ
レ
ッ
ク
ス

適
用
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。 

・
共
済
配
布
物
に
つ
い
て
は
、一
元
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
、
効
率
的
な
配
布

へ
の
配
慮
を
求
め
る
。 

伊
庭
委
員
（
明
石
電
車
区
分
会
） 

・Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ 

３
６
５
（
旧
称
：Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

３
６
５
）
の
利
用
に
つ
い
て
、勤
務

時
間
内
の
み
使
用
可
と
な
っ
て
お
り
、自
宅
で
勤
務
表
等
を
閲
覧
し
た
だ
け
で
も

超
勤
扱
い
と
な
る
。周
知
も
不
十
分
で
、意
図
せ
ず
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
自
己
研
鑽
や
閲
覧
の
み
の
使
用
ル
ー
ル
を
整
備
す
べ
き
。 

・
要
員
需
給
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
会
社
認
識
と
現
場
実
態
に
乖
離

が
あ
る
。
突
発
休
や
短
日
数
勤
務
、男
性
の
短
期
育
休
も
増
え
て
い
る
。
年
休
に
つ

い
て
も
年
五
日
の
取
得
だ
け
で
な
く
、流
す
こ
と
な
く
消
化
で
き
る
体
制
と
す
べ

き
。
中
長
期
的
な
要
員
配
置
を
含
め
、実
態
に
合
っ
た
要
員
需
給
を
求
め
る
。 

・
勤
務
調
整
が
あ
る
こ
と
で
安
心
し
て
働
け
て
い
る
一
方
、調
整
終
了
後
に
退
職
せ

ざ
る
を
得
な
い
実
態
が
あ
る
。現
行
の
対
象
年
齢
で
は
不
十
分
で
あ
り
、中
学
生
・

高
校
生
ま
で
配
慮
さ
れ
た
い
。 

・
西
明
石
で
の
快
速
乗
り
継
ぎ
に
つ
い
て
。・加
古
川
線
の
今
後
に
つ
い
て
。 

松
井
委
員
（
姫
路
運
輸
分
会
） 

・
カ
ス
ハ
ラ
対
策
と
し
て
の
氏
名
札
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を
求
め
る
。 

・住
宅
補
給
金
に
つ
い
て
、現
状
で
は
不
十
分
で
あ
り
、増
額
を
求
め
た
い
。 

・
春
闘
山
場
に
向
け
、
組
合
員
の
団
結
を
呼
び
か
け
た
い
。 

・
新
し
い
制
服
の
交
換
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。情
報
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い 

・
レ
ク
に
つ
い
て
、
年
齢
制
限
な
ど
が
あ
り
、本
部
へ
の
参
加
が
難
し
い
と
感
じ
る
。 

林
委
員
（
姫
路
列
車
区
分
会
） 

・１
０
３
系
の
故
障
が
多
発
し
て
お
り
、部
品
不
足
の
影
響
も
あ
る
。
特
に
方
向
幕

の
故
障
が
目
立
つ
。 

・勤
務
調
整
に
つ
い
て
、
短
日
数
制
度
の
対
象
年
齢
は
現
状
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

中
学
生
で
も
一
人
で
家
に
置
く
こ
と
へ
の
不
安
は
大
き
く
、さ
ら
な
る
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。 

山
家
委
員
（
ひ
め
じ
運
転
区
分
会
） 

・智
頭
急
行
で
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
導
入
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。Ｊ
Ｒ
と
し
て
も
、姫
新
線
を

含
む
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
エ
リ
ア
の
拡
大
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

・本
社
・
支
社
か
ら
の
事
務
連
に
つ
い
て
、現
場
実
態
と
乖
離
し
た
内
容
の
も
の
が
出

さ
れ
て
い
る
。修
正
に
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
、事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
め
た
対

応
を
求
め
る
。 

惣
田
委
員
（
相
生
運
輸
分
会
） 

・
ダ
イ
ヤ
乱
れ
で
出
勤
が
遅
れ
た
場
合
の
支
障
対
応
時
に
超
勤
が
付
か
な
い
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
納
得
で
き
な
い
。 

・巡
回
手
当
に
つ
い
て
、
駅
現
場
で
は
駆
け
つ
け
対
応
が
増
加
し
て
い
る
。
実
態
を
踏

ま
え
、
駆
け
つ
け
対
応
を
評
価
す
る
制
度
と
す
べ
き
。 

道
上
委
員
（
神
戸
支
部
） 

・
春
闘
に
つ
い
て
、
満
額
回
答
を
求
め
た
い
。 

・
制
服
は
導
入
か
ら
十
年
が
経
過
し
て
い
る
。新
制
服
へ
の
更
新
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
導
入

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

・
本
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、年
齢
や
男
女
の
制
限
が
あ
り
参
加
し
づ
ら

い
。
制
限
を
な
く
し
、
地
本
全
員
参
加
型
の
レ
ク
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

高
原
委
員
（
西
明
石
運
輸
分
会
） 

・
巡
回
化
が
増
え
、
切
符
詰
ま
り
へ
の
即
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
下
車
駅
で
の
対

応
や
買
い
直
し
が
発
生
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。 

・
業
務
連
絡
書
に
つ
い
て
、簡
素
化
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
ほ
し
い
。
複
数
社
に
ま
た
が

る
課
題
で
あ
る
。 


